
 

                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和６年 11 月８日 

事業実施地区 小田切地区 

事業名 枝豆・白菜の贈呈による長沼地区復興支援事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名）NPO 法人小田切オアシス 

（代表者名）理事長 池田 茂 

（連絡先）026－229-1511 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

令和元年の台風 19 号災害で被災した長沼地区の復興支援として、小野平市

民菜園及び長沼復興支援圃場で枝豆・白菜を栽培して、枝豆は 8月 22 日、

白菜は 10月 31 日に贈呈を行った。 

 

 

 

【事業完了日】 

令和 6 年 10 月 31 日 

【 総 事 業 費 】  

116,054 円 

【 補 助 金 額 】  

115,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

長沼地区復興支援事業は 4 年間の実績から、交流会も行われるようになり、今後も継続的な発展に

結びつける。 

枝豆贈呈参加人数 長沼地区約 23名（小学生 10名含む）小田切地区 10名 枝豆 45 束贈呈 

白菜贈呈式参加人数 長沼地区約 10 名 小田切地区 9 名 白菜 112 玉 大根 48 本 青首大根 30

本 野沢菜 11 束 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容   〇  

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

枝豆については予定通りであったが、白菜については、土壌障害で収穫時期に

影響がでた。 

 

 

■今後の取組予定 

今後もアマワラビ採りの交流、枝豆播種体験、枝豆贈呈、白菜贈呈を継続的に実施する。 

 

 

 



支所発地域力向上支援金事業
NPO法人小田切オアシス

野菜専用肥料 6袋 石灰窒素 5袋 ダントツ粒剤 6袋 トレボン 2本

白菜苗 300株 大地の響き 50袋 白菜苗植付け

白菜苗植付け完了 白菜生育状況 10月30日 白菜収穫

10月31日 白菜贈呈

白菜贈呈式 10月31日（木）

白菜： 112玉

大根： 48本

野沢菜： 11束



長沼復興支援事業 枝豆贈呈
NPO法人小田切オアシス

枝豆圃場 収穫前 枝豆 収穫前

枝豆収穫作業 枝豆収穫

枝豆贈呈式 8月22日（木） 45束贈呈



支所発地域力向上支援金　事業評価（小田切支所）

事業名

団体名

ている。こうした取組みが昼間の交流人口の増加に繋がっている。

今後も継続した支援により更なる交流の輪が広がることを期待します。

普通 見込める 大いに見込める

　この復興支援事業（野菜の贈呈）は今年度で５年目を迎えている。継続した支援が

必要性があった

見込めない あまり見込めない

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

交流の絆を深め、春にはアマワラビ狩りに長沼地区のみなさんが小田切地区を訪れ

効　果

4 5

特に効果があった

1 2

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通

1 3

NPO法人　小田切オアシス

枝豆・白菜の贈呈による長沼地区復興支援事業

必要性

5

効果があった

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 その他活動

令和6年11月11日

2 4


